
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第

一
号

平
成
十

一
年
十
二
月

『無
量
寿
経
』
に
お
け
る

一
生
補
処

の
内
容

五

十

嵐

明

宝

〔問
題

の
所
在
〕

『無
量
寿
経
』
に
お
け
る

=

生
補
処
」
(あ
る
い
は

「必
至
補
処
」
コ

生
所
繋
」
な
ど
と
い
う
)
の
こ
と
は
魏
訳

の

『無
量
寿
経
』
(康
僧
鎧
訳
と

伝
え
る
が
、
藤
田
宏
達
博
士
は
仏
陀
賊
陀
羅

・
宝
雲
共
訳
説
を
有
力
と
す
る

〔『原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』〕
)、
唐
訳
の

『無
量
寿
如
来
会
』

(菩
提
流
志

訳
)
、
宋
訳

の

『
大
乗
無
量
寿
荘
厳
経
』

(法
賢
訳
)
の
本
願
文

お
よ
び

本
願
成
就
文

に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
把
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
の
中
、
と
く
に
よ
く
用
い
ら
れ
、
ま
た
問
題

の
焦
点
と
な
る
の

は
魏
訳
の
『
無
量
寿
経
』中

の
第

二
十
二
願
の
文

で
あ
る
。
そ
の
文
と
は
、

設
我
得
レ
仏

、
他

方
仏
土
諸
菩

薩
衆
、
来
二
生

我
国

一、
究
寛

必
至
二
一
生
補
処

一。
除
下
其

本
願
自
在
所
化

、
為
二
衆
生

一故
、
被
二
弘
誓
鎧

一、
積
二
累
徳

杢

、
度

二
脱

一
切

一、
遊
二諸

仏
国

一、
修
二
菩
薩
行

一、
供
二
養
十
方
諸
仏
如
来

一、
開

二化

恒
沙
無
量
衆
生

一
、
使

レ立

二無

上
正
真
之
道

一。
超

二
出
常
倫

一、
諸
地

之
行

現

前
、
修
中
習
普
賢
之
徳
上
。
若
不
レ
爾
者
、
不
レ
取
二
正
覚

一
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
ま
ず
、

「設
ひ
、
我
、
仏
を
得

た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土

の
諸

の
菩
薩
衆
、
我
が
国
に
来
生
し
て
、
必
ず

一
生
補
処
に
至
ら
ん
」
と
あ
り
、
そ
の
次
に

「除

く
」
と
い
う
文
字
が

続

い
て
い
て
、
そ
れ
を
ど
の
部
分
ま
で
掛
け
て
読
む
か
、
読
み
方
が
分

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
通
り
あ
っ
て
、
そ
の
第

一
は
、
「除

く
」
を

「若
不
爾
者
不
取
正
覚
」
の
前
ま
で
関

わ
ら
せ
て
読
む
の
で
あ

り
、
こ
れ
が

一
般
的
な
読
み
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
第

二
は
、
そ
の
前

の

「使
立
無
上
正
真
之
道
」
ま
で

「除
く
」
を
掛
け
て
読
む
の
で
あ

っ

て
、
こ
れ
は
中
国

・
北
魏

の
曇
鷺
や
日
本
の
親
鷺
の
用
い
た
把
え
方
で

あ
り
、
「超
出
常
倫
、
諸
地
之
行
現
前
、
修
習
普
賢
之
徳
」
を
最
初

の

「…
…
来
生
我
国
、
究
寛
必
至

一
生
補
処
」
に
接
続
さ
せ
て
読
む
の
で

あ
る
。
と
く
に
、
親
鷺
は
こ
の
願
に

「還
相
廻
向
之
願
」
と
名
づ
け
、

還
相
摂
化
の
意
味
を
鮮
明
に
さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
「除
く
」
と
さ
れ
る
内
容
が
余

り
判
然
と
せ
ず
、
何

の
た
め
に
除
か
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
明
確

で
は
な
い
。
こ
の
論
文
は
そ
の
こ
と
に
関
す
る

一
つ
の
問
題
提
起
と
、
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そ
の
解
釈

に
つ
い
て
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
魏
訳
第
二
十
二
願
文
に
相
当
す
る
梵
文
を
見

る

(『梵
蔵
和
英
合
壁
・浄
土
三
部
経
』
〔大
東
出
版
社
〕
を
用
い
る
)
と
、
そ

の
相
当
文

は
、

で
あ
っ
て
、

こ
れ
の
和
訳
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
岩
波
文
庫
本

『浄

土
三
部
経
』

に
、

世
尊

よ
、

も
し
も
、
わ
た

し
が
覚

り
を
得
た
後

に
、

か

の
仏
国

土

に
生
ま

れ

た
生
け

る
者

ど
も

が
皆
、

こ
の
上
も
な

い
正

し

い
覚

り
を
得

る
た
め

に

(
も

う

一
度

だ

け

こ
の
世

に
縛

ら
れ
る
だ
け

の
身
)

と
な
ら
な

い
よ
う

で
あ

っ
た

ら
、

そ

の
間

は
わ

た
く

し
は
、

こ
の
上
な

い
正

し

い
覚
り
を
現

に
覚

る
こ
と

が
あ
り
ま

せ
ん
よ
う

に
。

た
だ
し
、

(そ
れ

は
)
、

大

い
な

る
鎧

を
身

に
ま
と

い
、

一
切

の
世

間

の
利
益

の
た
め
に
鎧
を
身

に
ま
と

い
、

一
切

の
世
間

の
た

め
に
努

力

し
、

一
切

の
世
間

の
永

遠

の
平
安

の
た
め

に
努
力

し
、

一
切

の
世

界

で
求
道

者

の
行

な

い
を
実
行

し
よ
う
と
願

い
、

一
切

の
目
ざ

め
た
人

々
に

近
づ

こ
う
と
願

い
、

ガ

ン
ジ
ス
河

の
砂

(
の
数
)
に
等
し

い

(無
数

の
)
生

け
る
者

ど
も
を

こ

の
上
な

い
正

し

い
覚

り
に
安
定

さ
せ
、
さ
ら

に
そ

の
上

の

行

に
向

い
、
サ

マ
ン
タ

・
バ
ド
ラ

(普
賢

)

の
行
に
到
達

し
た
求
道
者

た
ち
、

す
ぐ

れ
た
人
々

の
た
も

つ
か
の
特

別
な
願

い
を
除

い
て
の
こ
と
で
あ

る
。

と

訳

さ

れ

て

い
る

が
、

こ

の
文

に

お

い

て
、

「
た

だ

し

、

大

い
な

る
鎧

を
身

に

ま

と

い
、

…

…

」

以
下

の
文

章

と
、

最

初

の

「も

う

一
生

だ

け

こ

の
世

に
縛

ら

れ

る
身

と

な

る

」

こ
と

と

ど

の
よ

う

な

関

係

に

あ

る

の

か

。

あ

る

い
は

、

な

ぜ

「
た
だ

し

…
…

を

除

い

て

の

こ
と

で

あ

る

」

と

除

去

さ

れ

る
必

要

が

あ

る

の
か

、

不

明

で
あ

る
。

今

、
魏

訳

『
無

量

寿

経

』
第

二
十

二
願

文

に
見

ら

れ

る

「除

く

」

の

文
字
に
相
当
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は

で
あ

つ
て
、

こ
の
語
に

つ
い
て
は

に
、

そ

の
意

味

を

と

の
二
義
を
挙
げ

て
お
り
、
魏
訳

『無
量
壽
経
』
等
で
は
、
そ
の

後

者

の
意

味

で
訳

さ

れ

て

い

る

け

れ
ど

も

。

も

し

、
前

者

の
意

味

を

用

い

て
訳

す

れ

ぼ

、

世
尊
よ
、

も
し
も
わ

た
く
し
が
覚

り
を
開

い
た
と
き
に
、
か

の
仏
国

土

に
生

ま
れ

る
で
あ
ろ
う
す

べ
て
の
者
た

ち
が
、

こ
の
上
な

い
覚
り
を
得

る
た

め
に

一
生
だ

け

(
こ
の
世

に
)
繋
縛

さ
れ
、
誓
願

を
立
て
て
、
か

の
菩

薩
大
士

の

大

き
な
甲
冑

を
身

に
ま
と

い
、

一
切
の
世

間

の

(人
び
と

の
)

た
め

に
覚

り

を
得
、

一
切

の
世
間

の

(人
び

と

の
)
た
め
に
修
習
し
、

一
切

の
世

間

(
の

人
び
と
)

を
般
浬
藥

さ

せ
る
た
め
に
精
励

し
、

一
切

の
世
界

に
お

い
て
菩
薩
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の
行
を
行
ず

る

こ
と
を
欲
し
、

一
切

の
仏
た
ち
を
敬
礼

し
、
ガ

ン
ジ

ス
河

の

砂

の
よ

う
な

(無

数

の
)
者

た
ち
を
無

上

の
正
覚

に
安

立
さ
せ
、
さ
ら

に
そ

れ
以
上

の
行

に
向

い
、
サ

マ
ン
タ
バ
ド

ラ

(普
賢
)

の
行

に
決
定
す

る
の
で

な

い
な

ら
ば
、

そ

の
間
は
、
わ
た
く
し

は
無
上

の
正
覚

を
さ
と
ら
な

い
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

と
な
っ
て
、
極
め
て
意
味
の
判
然
と
し
た
文
章
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ

の
論
文
で
は
、
そ
の
こ
と
を
ま
ず
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

そ
し
て
、

こ
れ
に
伴
な
っ
て
、
最
初

の

「必
至

一
生
補
処
」
の
文
と

「除
く
」
以
下

の
文

の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
把
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
あ

る
い
は
、
曇
鷺
や
親
鷺
の
読
み
方
に
お
い
て
、
全
体

の
文

の
構
成
や
意

味
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
も
考
究
し

て
み
た
い
の
で
あ
る
。

〔本
論
〕

『無
量
壽

経
』
は
漢
文
に
翻
訳
さ
れ
て
現
存
す
る
も
の
は
五
本
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
、

一
生
補
処
に
関
し
て
は
呉
訳
の

『大
阿
弥
陀
経
』
や

渓
訳

の

『
平
等
覚
経
』
に

「供
養
諸
仏
」
の
文
は
あ

っ
て
も
、
明
確
に

「
一
生
補
処

」
の
文
を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、

こ
の

一
生
補
処
を
正
式

に
と
り
あ
げ

て
い
る
の
は
魏
訳
と
唐
訳
と
で
あ
り
、
宋
訳
で
は
や
や
不

明
確
で
あ
る
。

魏
訳

『無

量
壽
経
』
で
は
、
先
に
出
し
た
四
十
八
願
中

の
第
二
十
二

願
の
文
と
、
そ
の
成
就
文
と
に
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
、
成
就
文

の

文

は

、

仏
告

二
阿
難

一、
彼
国
菩
薩
、
皆
当
三
究

二寛

一
生
補

処

一、
除
丁
其
本
願

、
為

二衆

生

一故

、
以
二
弘
誓
功
徳

一而
自
荘
厳
、
普
欲
丙
度
乙
脱

一
切
衆
生
甲
。

と

い
う

も

の

で

あ

っ
て
、

こ

こ

で

も

「除

」

の
文

字

を

用

い

つ

つ
文

章

が
構

成

さ

れ

て

お

り
、

こ

の
こ

と

は

『
如

来

会

』

で

も

同
様

で
あ

る
。

こ

の
文

を

梵

文

で
見

る

と

、

で

あ

り

、

を
第
二
十
二
願
文
と
同
じ
く

「除
く
」
と
訳

し

て

い
る
。

こ

の
よ

う

に

第

二
十

二
願

文

や

そ

の
成

就

文

に

は

「除

く
」

と

あ

る

が

、

こ
の

よ

う

な

例

は

他

に
も

見

ら

れ

る
か

と

調

べ

て

み

る

と

、
魏

訳

『
無

量

寿
経

』

の
四

十

八

願

中

に

二

つ
の
例

が

あ

る
。

そ

れ

は

第

十

五

願

と

第

十

八

願

と

で
あ

る

が
、

そ

れ

ら

の
漢

文

と

梵

文

の
要

所

と

を

こ

こ
に

出

す

と

、

ま

ず

漢

文

は
、

設
我
得
レ
仏
、
国
中
人
天
、
寿
命
無

二能

限
量

一。
除

二其
本

願
脩
短
自

在

一。
若

不
レ
爾
者
、
不
レ
取
二
正
覚

一。

(第
十

五
願
)

設
我
得
レ
仏
、
十

方
衆
生
、
至

レ
心
信
楽

欲
レ
生
二
我

国

一、

乃
至
十
念
、
若

不
レ

生
者
、
不
レ
取
二
正
覚

一。
唯
除

二
五
逆
誹
諦

正
法

一。

(第
十
八
願
)
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で
あ
り
、
前
者
に
は

「除
其
本
願
脩
短
自
在
」

の
文
が
あ
る
し
、
後
者

に
は

「唯
除
五
逆
誹
諺
正
法
」
の
文
が
あ
る
。

こ
の
「除
く
」と
さ
れ
る
部
分
を
相
当
梵
文
に
照
合
す
る
と
、
前
者
の

文
は

で
あ
り
、
後
者
の
文
は

で
あ
る
が
、
前
者

で
は

「自
己
の
本
願

の

意
思

に
よ
っ
て
寿
命

の
長
短
が
自
在
に
な
る
こ
と
を
除
い

て
」

の
意

で
、

「
除

く

」

に

は

が
用

い
ら

れ

て

い

る
。

ま

た

、

後

者

で
は

、

「除

く

」

に

は

が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
第
二
十
二
願

の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
場
合
に
は
意

味
が
明
瞭

で
あ
り
、
「除
く
」
こ
と
が
納
得
さ
れ
る
の
に
対
し
、
第

二

十
二
願

の
場
合
に
は
容
易
に
は
了
解
し
が
た
い
も
の
が
残
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
宋
訳

の

『荘
厳
経
』
の
中
に
、
そ
の
間
隙
を
埋
め
る
文

の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
宋
訳
三
十
六
願
中
の
第
十
願
文
と

第
十
六
願
文
、
お
よ
び
そ
の
成
就
文
と
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
こ
こ
に
示

せ
ば
、

世
尊
、
我
得
二
菩
提

一成
二
正
覚

一已
、
所
有

衆
生
令
レ
生
二
我
刹

一、
皆
具
二
三
十

二
種
大
丈
夫
相

「、

一
生
令

レ得

二
阿
褥
多
羅

三
貌

三
菩
提

一。

(第
十
五
願
)

世
尊
我
得
二菩
提

一成
二
正
覚

一已
、
所
有
衆
生
令

レ生

二
我
刹

一、
若
有

二大
願

一未

レ欲
二
成
仏

一為
二菩

薩

一者
、
我
以
二
威
力

一令
下
彼
教
二化

一
切
衆
生

一皆
発
中
信

心

上
、
修
二
菩
提
行
普
賢
行
寂
滅
行
浄
梵
行
最
勝
行

及

一
切

善
行

一、
悉
皆
令
レ
得
二

阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
一。

(第

十
六
願
)

復
次
阿
難
、
彼
仏
刹
中
所
有
現
在
及
未
来
生

一
切
菩
薩
摩
詞
薩
、
一
生
令
レ得

二阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
―。
若
有
二菩
薩
一、
以
二宿
願
一故
、
入
二生
死
界
一作
二

師
子
吼
一利
二益
有
情
一、
我
令
三随
レ意
而
作
二仏
事
一。

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
か
と
い
え
ば
、

O
ま
ず
、
第
十
五
願
に

「
一
生
令
得
阿
褥
多

羅
三
貌
三
菩
提
」
と
あ

る
が
、
こ
の

=

生
」
が
魏
訳

『無
量
寿
経
』
第
二
十
二
願
で
は

「必

至

一
生
補
処
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

(但
し
、
前
者

の

「
一
生
」
と
後

者

の

「
一
生
補
処
」
と
は
内
容
は
必
ず
し
も
同

一
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
)
、

口

こ
の
第
十
五
願
の

「
一
生
令
得
阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
」
と
、
第

十
六
願
の

「若
有
大
願
未
欲
成
仏
為
菩
薩
者
、
我
以
威
力
令
彼
教
化

一

切
衆
生
…
…
」
と
を
合
す
る
と
、
魏
訳
第
二
十

二
願
の
内
容
に
近
い
も

の
と
な
る
こ
と
、

日
右

の
第
三
文
と
し
て
掲
げ
た
本
願
成
就
文

が
そ
の
こ
と
を
証
す
る

文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

四
―第
十
六
類

の

「大
願
」
や
成
就
文

の

「宿

願
」
の
語
が
、
魏
訳
第

二
十
二
願
文
と
そ
の
成
就
文

で
の

「本
願
」
に
当
た
り
、
そ
れ
が
梵
文

の

に
当
た
る
こ

と

、

な

ど

が
知

ら

れ

る

の
で

あ

る

。

そ

し

て
、

魏

訳

第

二

十

二
願

に

「除

く

」

と

さ

れ

て

い

る

こ
と

が
、

こ

の

『
荘

厳

経

』

で

は

「若

し
」

と

な

っ
て

い

て
、

そ

れ

を

見

る

と

全
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体
の
意
味

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
魏
訳
第
二
十
二
願

や
そ
の
成
就
文
で
は
、
「除
」
の
字
に
よ
っ
て

「
一
生
補
処
」
と

「開

化
恒
沙
無

量
衆
生
」
の
文
の
内
容
が
相
反
す
る
も
の
に
な

っ
て
い
る
の

に
対
し
、
『
荘
厳
経
』
の
方
で
は
、

「若
」

の
字
が

二

生
令
得
阿
褥
多

羅
三
貌
三
菩
提
」
と

「有
大
願
未
欲
成
仏
為
菩
薩
者
、
我
以
威
力
令
彼

教
化

一
切
衆
生
…
…
」
の
文
の
間
に
は
、
そ
れ
が
逆
接
的
で
あ
っ
て
も
、

接
続
し
、
密
接
に
関
わ
り
合
う
関
係
に
あ
る
こ
と
を
窺

い
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば

を

「除

く

」

で

は

な
く
、
「
(特
別
の
誓
願
を
)
立
て
て
」
と
訳
し
て
も
許
容
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、

一
生
補
処
か
ら
自
然
に
還
相
囁
化
に

表
わ
れ
で
る
と
し
て
も

「自
己
の
意
志

の
力
で
特
別
に
還
相
囁
化

の
は

た
ら
き
に
出
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
の
意
味
で

「除
く
」

を
用
い
た
と
す
れ
ば
、
梵
語

の

の
訳
に

「除
」
が
当

て
ら
れ
て

い
て
も
何
ら
問
題
は
な
い
と
も

い
え
よ
う
。

こ
う
し

て
、
全
体

の
意
味
が
理
解
さ
れ
れ
ば
、

を

「除
く
」

の
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
『荘
厳
経
』
に
見
ら

れ
る
内
容
を
大

い
に
活
用
し
て
、

を

「特
別

の
誓
願
を
立
て
て
」
と
訳
す
る
こ
と
も
成
り
立

つ
の

で
あ
り
、
両
義
が
と
も
に
成
立
す
る
と
い
え
る
と
思
う
。

そ
れ
で
は
次
に
、
魏
訳
第
二
十
二
願
や
そ
の
成
就
文
に
お
け
る

「必

至

一
生
補
処
」
と

「其
本
願
自
在
…
…
開
化
恒
沙
無
量
衆
生
、
使
立
無

上
正
真
之
道
。
…
…
」
と
の
関
係
を
改
め
て
別

の
視
点
か
ら
見
て
お
き

た
い
。
ま
た

『荘
厳
経
』
で
の

「
一
生
令
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
」

と

「有
大
願
未
欲
成
仏
為
菩
薩
者
、
我
以
威
力
令
彼
教
化

一
切
衆
生
」

と
の
関
係
を
も
含
め
て
考
究
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

魏
訳

『無
量
寿
経
』
の
第
二
十
二
願
文
に
つ
い
て
は
、
先
に
二
通
り

の
読
み
方
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
親
鷺
は

「除
」
の
内
容
を

「…
…

使
立
無
上
正
真
之
道
」
ま
で
に
掛
け
、
次
の

「超
出
常
倫
、
諸
地
之
行

現
前
、
修
習
普
賢
之
徳
」
の
文
を
還
相
摂
化
の
意
味
と
し
て
受
け
と
め

た
。
そ
れ
は
、
曇
鷺
の

『往
生
論
註
』
三
願
的
証
の
文
に
お
い
て
、
魏

訳

『無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
、
第
十

一
願
、
第
二
十
二
願
を
も
っ
て

往
還
二
廻
向
が
表
わ
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
趣
旨

を
受
け
て
、
こ
の
第
二

十
二
願
に
つ
い
て
は
、
通
称
の

「必
至
補
処
之
願
」
や

「
一
生
補
処
之

願
」
の
他
に
特
別
に

「還
相
廻
向
之
願
」
と
名

づ
け
た
の
で
あ
る
。
恐

ら
く
そ
れ
は

「超
出
常
倫
、
諸
地
之
行
現
前
、
修
習
普
賢
之
徳
」
に
焦

点
を
合
わ
せ
て
の
命
名
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
最
初

の

「必
至

一
生
補
処
」
の
文
は
残
る
の

で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
、
今
、
こ
の

願
全
体
の
解
釈
に
つ
い
て
は
真
宗
学
者

の
中
に
出
色
の
見
解
が
見
ら
れ

る
の
で
、
そ
れ
を
こ
こ
に
示
す
と
、
智
逞

(
一
六
九
〇
～
一
七
八
八
)
の

『教
行
信
証
文
類
樹
心
録
』
に
は
、
願
事
に

「
一
生
補
処
」
と

「還
相

摂
化
」
の
二
事

の
あ
る
こ
と
を
挙
げ

る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
対
し
、

松
島
善
譲

(
一
八
〇
六
～
一
八
八
六
)

の

『本
典
敬
信
記
』
で
は
、
そ
れ
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を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

願
事

ヲ
ニ
ト
見

ル
人

ア
リ
。
究
寛
必
至

二
一
生
補
処

一是

一
。
除
其
本

願
已
下

是

二
。
願
事

ニ

ア
ル
ヲ
以

テ
願
名

二
一二
ヲ
立

ル
。
即
チ
必
至
補
処

ノ
願

・
一

生
補
処

の
願

ハ
、
等

覚

ヲ
究

テ

一
生
補
処

二
住

セ

シ
メ
ン
ト
願

シ
タ

ル
初

ニ

ョ
リ
テ
名

ヲ
立

タ

モ
ノ
。
後

ノ
還
相

ノ
願
名

ハ
、
除
其
本
願

已
下

二
普
賢

ノ

徳

ヲ
修

シ
、
広

ク
度

セ
シ
メ

ン
ト
願

シ
テ
ア

ル
ニ
依

テ
還
相
廻
向

ノ
願
名

ヲ

立
給

フ
。
如
レ
此

一
願

二
二
事

ノ
願

ア

ル
ト
見

ル

ハ
樹

心
録

ノ
意
。
此
義
甚

タ

ニ
十

二
願

ノ
願
意

二
背
ク
。
何
者
若

シ
初

ノ
等
覚

ヲ
究

メ

一
生
補

処

二
住

ス

ト

ア
ル
モ
ノ
此
還
相

廻
向

二
非

ス
ト
云

バ
バ
、
其
必
至
補
処

一
生
補
処

ハ
往

相
ト
云

ヘ
キ
ヤ
。
往

相
ト

ハ
云
フ
可

カ
ラ

ス
。
往
相

ノ
果

ハ
利
他
円
満

ノ
妙

位
無
上
浬
藥

ノ
極

果

ヲ
究

テ
ア
リ
。

往
相

ニ
モ
入

レ
ラ
レ

ス
ト

ス
レ
バ
往

還

二
廻
向

ノ
判

ニ
カ
カ

ラ
サ
ル
等
覚
補
処

ノ
ア
ル

コ
ト

ニ
ナ

ル
。
何
ゾ
爾

ン
乎

。

由
テ
此
必
至
補
処

ハ
全

ク
還
相

ト
セ
ザ
ル
可

カ
ラ

ス
。
依

テ
先
師

(道
隠

)
ノ

略
讃

ノ
意

ハ
補
処

ト
除
其

ノ
自
在
化

ト
共

二
従
果
降

因
ノ
還

相
廻
向

ト
名

ル
。

其
補
処

ハ
因

ノ
究
寛

ヲ
願

ス
。
此

レ
従
果
降
因

ノ
初

ナ
リ
。
極
果

ヨ
リ

一
等

降

ル
ヲ
初

ト

シ
テ
其

好

ム
所

二
随
テ
或

ハ
地
前

地
上
等

ト
種

々

二
自

在
化

ス
。

…
…
何

レ
二
十

二
願

有
丈

ケ
カ
還
相

テ
無
ク

ン
バ
ア
ル
可

カ

ラ
ス
。

二
十

二

願

ノ
願
事

ハ
唯

一
事

。
其

一
事

ト

ハ
総

シ
テ
後
生

ノ
利
他

ヲ
願

シ
タ

ル
菩
薩

ノ
ニ
願
ナ

リ
。
其
意

ヲ
以

テ
解

ス
ル
ト
究
寛
必
至
補
処

ト

ハ
還
相

ノ
位

ヲ
定

メ
置
キ
タ

ル
モ
ノ
ナ
リ
。
除
其
本

願
已
下

ハ
還
相

ノ

コ
ト
ガ

ラ
ヲ
明

シ
タ

ル

モ
ノ
ナ
リ
。
位

ハ
必

ス
等
覚

、
ソ
ノ
等
覚

ノ
菩
薩

力
衆
生
化
他

二
於
テ

ハ
種

々

二
其
相
異
ナ

リ
。

ソ

ノ
相
異

ル
ニ
約

シ
テ
除
其
等

ト
誓

フ
。
初

ノ
究

寛
必
至

一
生
補

処

ハ
還
相

ナ

ル
カ

ュ

ヘ
ニ
除
ト
云

テ

ハ
ナ
キ
ナ
リ
。

一
生
補

処

ョ
リ

還

相
、
ソ
ノ
還
相
廻
向

利
益
衆
生

ノ
事
相
種

々
ア
ル

ニ
就

テ
除
ト

ノ
玉

フ
テ
、

望
ミ
次
第

ニ
セ

シ
ム

ル
ト
云

ノ
意

ロ
、
還
相
ノ

一
生
補
処

ノ
菩
薩
力
還
相
種

々

ノ
相
ヲ

シ
玉

フ

コ
コ
ロ
。
…
…

と

述

べ

て

、

「
必

至

一
生

補

処

」

を

含

め

て
第

二

十

二
願

全

体

が
還

相

廻

向

を
表

わ

す
も

の
と

把

え

て

い

る
し

、
ま

た

僧

叡

(
一
七

五
三
～

一
八

二
六
)

も

『
教

化

信

証

述

聞

』

の
中

で
、

第
十

一
願

に
必
至
滅
度

と

い
ふ
。

こ
れ
自
証
果
極
を
窮

尽
し

て
主
伴
不

二
を

顕

は
す
。
此
願

(第

二
十
二
願
)
を
必
至
補
処

と
云

ふ
は
、
其
利
他

を
示
す
。

不

二
処

よ
り
始
め

て
主
伴
を
現

し
て
仏
事
を
作

す
、
殊

に
補

処
を
標

す
る
も

の
は
他

の
化
用
満
た

ざ

る
も

の
を
棟

ぶ
。
然

れ
ど
も
必

し
も
補
処

の
相
を
現

ず

る
を
要

せ
ず
。
故

に
除
其
等

と
云
ふ
。
こ
れ
且
く
外
相

に
就
き

て
分

つ
。
当

に
知
る

べ
し
、
供
養

諸
仏
、
開
化
衆

生
、
十
方

世
界
に
於

て
種

々
応

化
し

て

自
利
利
他

の
行
を
示

す
、

一
事

と
し

て
仏

の
大
春
属
補

処

の
所
作

に
非
ざ

る

こ
と
な
し
、
之

を
名

け

て
、
還
相
と
名
く
。
『和
讃
』

に
云
く

「安
楽

無
量

ノ

大
菩
薩

、

一
生
補
処

ニ
ィ
タ
ル
ナ
リ
、
普
賢

ノ
徳

二
帰

シ
テ

コ
ソ
、

稼
国

ニ

カ
ナ
ラ
ズ

化

ス
ル
ナ

リ
」
と
。

と

示
し

、

す

で
に

安

楽

浄

土

で

は

「
必
至

滅

度

」

が
誓

わ

れ

て

い

る

か

ら

、

第

二

十

二
願

は

「必

至

補

処

」

を
含

め

て
還

相

を

明

か

す

と

す

る

が

、
化
他

に

は
必

ず

し

も
補

処

の
相

を
表

わ

す
必

要

は

な

い

か

ら

「除

其

本
願

…

…

」

と

述

べ

る

の

で
あ

る
と

し

て
、

や

や

曖

昧

で

は

あ

る

け

れ

ど

も
、
全

体

と

し

て
還

相

摂

化

の
す

が
た

を

表

詮

す

る
も

の

と
解

釈

す

る

の
で

あ

る
。

こ
れ

ら

の
見

解

は

サ

ン
ス

ク

リ

ッ
ト

文

を

照

合

七

て

い
な

い
も

の
で

あ

り

、

ま

た
真

宗

学

匠

の
立

場

を

明

か

し

た

も

の

で
あ

る

の

で
、

他

の
見

解

も

冷

静

に
顧

慮

し

て
み

る

必
要

性

は

あ

る

が

、

一
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つ
の
重
要
な
考
え
方
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
一
生
補
処
」

の
こ
と
に
つ
い
て
、
初
期
大
乗
佛
教
経

典
で
は
、
小
品
系

の
般
若
経
や
大
品
系
の
般
若
経
に
菩
薩

の
修
行
に
関

し
て
四
位
説
が
示
さ
れ
、
そ
の
最
終
段
階
に

コ

生
補
処
」

(『道
行
般

若
経
』
で
は

「得
仏
」
あ
る
い
は

「阿
惟
願
」)
が
充
当
さ
れ
て
い
る
し
、

菩
薩
本
業
経
系
で
は
、
十
位
が
示
さ
れ
、
そ
の
最
高
位
に

「補
処
」
(『菩

薩
十
往
行
道
品
』
で
は

「阿
惟
願
」)
が
置
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

『漸
備

一
切
智
徳
経
』
で
は
華
厳
経
系
十
地
が
見
ら
れ
、
そ
の
第
十
地
に

「菩

薩
住
」
な

い
し

「阿
惟
願
」
が
置
か
れ
て
い
て
、

「
一
生
補
処
」
が
仏

道
修
行
位

の
最
高
位
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の

「阿
惟
願
」
と
は
、
そ
の
表
向
き
の
意
味
は

「阿
惟
越
致
」

を
指
す
が
、
内
容
的
に
は

「
一
生
補
処
」
の
境
位
に
契
当
す
る
と
思
わ

れ
る
。
と
も
か
く
、
初
期
大
乗
仏
教
の
時
代
に
お
い
て
は
、
=

生
補

処
」
は
仏
位

に
次
ぐ
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
大
乗
仏
教
以
前
で
も

「
一
生
補
処
」
は

『増

一
阿
含
』
(大

正
蔵
二
、
六
〇

一
・
上
)
や

『生
経
』
(大
正
蔵
三
、
九
五

・
上
)
な
ど
に

も
見
ら
れ

る
が
、
『大
毘
婆
沙
論
』
巻

一
七
八

(大
正
蔵
二
七
・八
九
三
・

上
中
)
に
は
、
釈
尊
が
最
後
身

の
菩
薩
と
し
て
カ
ピ
ラ
城
に
生
ず
る
以

前
に
、
本
生
と
し
て
、
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
長
時
に
亘

っ
て
相
異

熟
業
を
修
習

し
、

「
一
生
補
処
」

の
菩
薩
と
し
て
観
史
多
天
に
住
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
初
期
大
乗
仏
教

の
興

起
時
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

=

生
補
処
」
思
想
の
重
視
を
促
し
、

ま
た
、
『無
量
寿
経
』
に
お
け
る

「必
至

一
生
補
処
」

の
表
明
に
も
大

き
な
貢
献
を
な
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

魏
訳

≒
無
量
寿
経
』

の
第
二
十
二
願
で
は
、
阿
弥
陀
仏
国
に
来
生
す

る
者
は
必
ず

一
生
補
処
に
至
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
が
、
す
で
に
四
十
八

願
中
で
は
第
十

一
願
に
、
こ
の
仏
国
土
に
住
す
る
者
は
必
ず
滅
度
に
至

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「
一
生
補
処
」

の
菩
薩
た
ち

は
仏
格
と
同
じ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
『大

毘
婆
沙
論
』
に
見
ら

れ
る

「
一
生
補
処
」
の
菩
薩
が
衆
生
済
度

の
た
め
に
最
後
身

の
菩
薩
と

し
て
人
趣
に
来
生
す
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
国

で

「
一
生
補
処
」
に
住

す
る
者
が
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化
し
、
無
上
正
真
之
道
に
立
た
せ
る

た
め
に

「普
賢

の
徳
を
修
習
し
て
」
還
相
廻
向

の
働
き
を
す
る
と
し
て

も
少
し
の
不
合
理
な
点
が
あ
る
と
は
い
わ
れ
な

い
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
「
一
生
補
処
」
に
住
す
る
者
と

「還
相
摂
化

の
は
た
ら
き
」
を
す

る
者
と
は
、
接
続
し
、
内
容
を
共
有
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に

『無
量
寿
経
』
に
お
け
る
還
相
摂
化

の
様
相
は
ど
の
よ
う
に

示
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

一
言
付
加
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ま
ず

『無
量
寿
経
』

の
証
信
序

(通
序
)

に
お
い
て
、
釈
尊
説
法

の
対
告
衆
と
し
て
、
大
比
丘
衆
が
出

て
い
る
が
、

そ
の
他
に
大
乗

の
菩
薩
た
ち
が
お
り
、

こ
れ
ら

の
菩
薩
た
ち
は

「皆
、

普
賢
大
士
の
徳
に
遵

い
、
諸
の
菩
薩
の
行
願
を
具
し
、

一
切
功
徳

の
法

に
安
住
し
て
い
る
」
と
と
も
に
釈
尊
と
同
じ
く
八
相
示
現
の
す
が
た
を

有
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
諸
仏
国
に
遊
ん
で
仏
道
を
現
ず

る
そ
の
中
に
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『
無
量
寿
経
』

に
お
け

る

一
生
補
処

の
内
容

(五
十
嵐

)

衆
生
を
開
化
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
す
で
に
還
相
撮
化
の
性
質

の
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
安
楽
浄
土
か
ら
此
土
に
還
帰
し
て
衆
生
済
度
を
行
な
う
還
相

廻
向
の
様

子
を
述

べ
る
文
章
と
し
て
は
、
「往
期
偶
」
と
し
て
知
ら
れ

る
偶
頒
に
、

菩
薩
興
二
至
願
一

願
二己
国
無
τ
異

普
念
レ度
二
一
切
一

名
願
達
二十
万
一

奉
二事
億
如
来
一

飛
化
偏
二諸
刹
一

恭
敬
歓
喜
去

還
到
二安
養
国
一

と
出

て
お
り
、
こ
こ
に

「普
念
度

一
切

(衆
生
)」
と
あ
っ
て
還
相
掻

化
の
趣
き
を
示
し
て
い
る
し
、
こ
れ
に
相
当
す
る
梵
文
は
、

(一二
十

一
立早
)

で
あ
る
が
、
そ
の
前
半
の
意
味
は

「菩
薩
は
、
自
分
の
世
界
も

(阿
弥

陀
仏
国
の
よ
う
に
)
そ
の
よ
う
に
、
自
分
も
名
前

に
よ
り
、
音
声
に
よ

り
、
ま
た
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
衆
生

を
解
脱
さ
せ
た
い
と
切

望
す
る
な
ら
、
す
み
や
か
に
安
楽
国
に
行
く
が
よ
い
。
…
…
」
と
述
べ

て
、
阿
弥
陀
仏
国
に
至
っ
た
後
に
、
多
く
の
衆
生

を
開
化
す
る
た
め
に

還
相

の
は
た
ら
き
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
文
の
後
半
で
は

「ア
ミ
ダ
仏
の
前

に
行

っ
て
無
数
の
仏

た
ち
を
供
養
し
、
そ
の
後
、
多
く

の
仏
国
土
に
行
っ
て
、
仏
た
ち
を
供

養
し
て
も
、
彼
は
食
前
に
安
楽
世
界
に
帰
る
で
あ
ろ
う
」
旨
が
示
さ
れ

る
が
、
そ
こ
に
は
衆
生
摂
化
の
描
写
は
な
く
、
描
写
が
や
や
不
充
分
で

あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
還
相
摂
化

の
こ
と
は
や
は

り

『無
量
寿
経
』
や

『如
来
会
』
に
お
け
る
第

二
十
二
願
文
と
そ
の
成

就
文

に
及
ぶ
も
の
は
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
意
味
を
補
足
す
る

も
の
と
し
て
は

『荘
厳
経
』
の
第
十
五
願
と
第

十
六
願
文
、
お
よ
び
そ

の
成
就
文
な
ど
が
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で

あ
る
。

〈
キ

ー

ワ
ー

ド

〉

一
生
補

処

還
相
廻
向

(大
東
文
化
大
学
文
学
部
教
授
)
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